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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

市
長
施
政
方
針
を
説
明

ー
三
月
定
例
会
で

l

昭
和
三
十
九
年
度
の
最
終
議
会
が
、
三
月
十
二
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
開
会
初
日
、
大
村
市
長
は
四
た
び
市
長
の
任
務

に
就
任
し
て
の
初
年
度
の
市
政
の
基
本
的
施
策
の
あ

ら
ま
し
を
説
明
し
、
「
市
民
皆
様
の
ご
批
判
と

ご
協

力
を
え
て
積
極
的
に
市
政
の
進
展
を
は
か
り
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
の
過
去
十
二

年
間
の
経
験
と
実
績
に
よ
る

市
政
を
基
礎
と
し
て
、
十
万

都
市
建
設
を
目
標
に
、

諸
公

共
施
設
の
整
備
拡
充
の
た
め

の
住
宅
建
設
、
工
場
誘
致
に

力
を
注
ぎ
た
い
。
ま
た
、
市

民
の
繁
栄
と
福
利
増
進
の
た

め
、
交
通
網
の
整
備
強
化
、

都
市
計
画
、
観
光
施
設
の
整

備
開
発
を
行
主
い
た
い。

長
崎
市
を
起
点
と
し
て
大

村
市
、
佐
賀
市
、
日
田
市
を

経
て
大
分
県
に
至
る
九
州
横

断
高
速
自
動
車
道
路
が

一
層

早
く
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

ま
た
、

国
鉄
の
複
線
と
電
化

の
実
施、

特
に
嬉
野
新
線
の

実
現
の
た
め
努
力
し
た
い
。

こ
れ
と
関
連
し
て
ベ
ッ
ト

グ
ヲ
ン
と
し
て
の
住
宅
建
設

や
、
工
場
の
誘
致
、
大
村
鹿

島
線
の
早
期
開
通
、
農
業
構

造
改
善
、
中
小
企
業
近
代
化

の
推
進
指
導
、
温
泉
と
観
光

の
開
発
、
空
港
の
整
備
、
漁

業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
を

'
は
じ
め
、
文
化
施
設
の
充
実

と
市
民
会
館
の
建
設
計
画
怠

ど
を
逐
次
具
体
化
し
た
い
。

ま
た
昨
年
決
定
し
た
労
的
会

.

館
の
建
設
は
本
年
度
中
に
実

施
し
た
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
力

こ
こ
数
年
来
の
人
件
費
の

増
大
は
市
財
政
に
治
よ
ぽ
ず

影
響
が
重
大
で
、
今
後
は
事

務
の
合
理
化
に
よ
っ
て
人
民

の
増
加
を
治
さ
え
、
新
陳
代

謝
に
よ
っ
て
人
心
の
刷
新
主

は
か
り
、
旺
盛
な
る
責
任
観

念
を
も
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
専
念
す
る
よ
う
に
し
た
い

そ
の
た
め
、

本
年
度
中
に
議

次
後
輩
に
席
を
ゆ
守
る
よ
う

な
慣
例
を
確
立
し
た
い
。
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災
害
復
旧
工
事

は
今
年
度
で

応
完
了

都
市
計
画
事
業
と
し
て
、

西
三
城
杭
出
津
線
を
四
カ
年

計
画
で
改
良
整
備
し
、
下
水

路
事
業
の
二
年
次
分
と
し
て

大
村
駅
裏
下
水
路
約
三
百
メ

ー
ト
ル
の
改
良
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
単
独
事
業
は
、
桜

馬
場
排
水
路
工
事
ほ
か
六
カ

所
、
萱
瀬
田
下
線
局
部
改
良

工
事
ほ
か
十

一
カ
所
、
杭
出

津
大
曲
線
舗
装
工
事
ほ
か
三

カ
所
を
予
定
し
、
市
道
の
推

持
管
理
は
、
機
械
力
を
加
え

て
計
画
的
効
率
的
に
実
施
し

失
対
事
業
は
、
杭
出
津
排
水

路
ほ
か

一
カ
所
の
改
良
工
事

市
道

の
補
修
、
公
園
の
整
備

を
計
画
し
て

い
ま
す
。
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災
害
復
旧
事
業
は
、
三
十
七

年
災
害
の
二
十
四
カ
所
、
三

十
八
年
災
害
の
七
カ
所
を
行

友
い
今
年
度
で
全
部
の
復
旧

を
終
る
予
定
で
す
。

ま
た
、

県
事
業
の
新
城
防

波
堤
埋
立
新
設
工
事
、
海
岸

保
全
工
事
、
大
村
鹿
島
線
道

路
改
良
工
事
ほ
か

三
件
、
大

村
空
港
舗
装
工
事
ほ
か
二
件

み
す
十
橋
架
替
工
事
ほ
か
四

件
、
鈴
田
川
局
部
改
良
工
事

ほ
か
一

件
が
予
定
さ
れ

て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
促
進
に
努

力
し
ま
す
。

小
路

口、

植
松

に
住
宅
四
十
四

一P
を
建
設

住
宅
建
設
は
、
年
次
計
画

に
よ
り
市
営
県
営
を
あ
わ
せ

て
年
間
百
戸
ぐ
ら
い
の
建
設

を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
三
十
八
年
度
よ

b
実
施
し
て
い
る
特
定
三
カ

年
計
画
の
最
終
年
度
で
、
小

路
口
団
地
と
植
松
団
地
に
四

十
四
戸
の
建
設
を
予
定
し
、

ノ
t 

経 費 zu | 予算額 l 率

投的軒資費

普通建設事業費 o6.508 29.7 

災害復旧事業費 10.262 8.4 41.0 

失業対策事業費 3.578 2.9 

z7 .680 

i経費 物 件費 7.378 6.0 
32.6 

維 持 補 修費 1.114 o .9 

その他補助費等 3.889 3.2 

生活保護費等 22.923 18.7 

そ ~ 債 費 5.896 4.8 
26.4 の 積立金 ・貸付金等 3.418 2.8 

他
予 備 費 124 0.1 

計 1Z2.830 I 100 

〈単位万円う

駅
前
併
存
公
営
住
宅
や
旧
市

庁
舎
跡
注
ど
に
逐
次
計
画
を

立
て
建
設
す
る
よ
う
い
た
し

ま
す
。

今
年
も
引
継
き

農
業
構
造
改
善

事
業
を
遂
行

農
業
と
他
産
業
と
の
格
差

を
な
く
す
る
た
め
の
農
林
行

政
を
力
強
く
治
し
す
す
め
る

た
め
に

、
年
本
も
農
業
構
造

改
善
事
業
を
完
全
に
遂
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の

事
業
も
本
年
で
二
年
目
を
迎

え
補
助
対
象
事
業
と
し

て
山

境
み
か
ん
園
造
成
ほ
か
七
地

区
、
関
連
事
業
と
し
て
野
田

団
体
営
農
道
ほ
か
五
地
区
、

一
般
助
成
事
業
融
資
単
独
事

業
と
し
て
九
地
区
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
十
七

年
の
災
害
復
旧
事
業
を
本
年

で
完
成
さ
せ
る
た
め
、
農
地

復
旧
十
地
区
、
施
設
復
旧
十

二
地
区
、

関
連
事
業
五
地
区

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

畜
産
関
係
は
、
最
近
多
頭

、、司‘
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羽
飼
育
の
傾
向
が
強
く
、
大

村
市
が
集
団
衛
生
推
進
事
業

地
域
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
今
年
も
引
き
続
き

衛
生
指
導
の
推
進
を
は
か

b

ま
た
、
基
礎
畜
の
導
入、
優
良

家
畜
の
保
留
、
畜
産
共
進
会

の
開
催
も
計
画
し
て
い
ま
す

市
有
林
も
、
九
・
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
新
殖
、
十
へ
ク
グ

1

ル
の
補
殖
、
百
三
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
手
入
れ
を
予
定
し
、

民
有
林
の
育
成
も
森
林
組
合

と
協
力
し
て
林
地
の
肥
培
、

造
林
手
入
れ
コ
シ
ク

l
ル、

木
炭
の
品
評
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
単
独

土
地
改
良
事
業
、
農
道
の
整

備
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の

推
進
、
果
樹
植
栽
資
金
な
E

の
長
期
低
利
資
金
約
九
千
万

円
の
あ
っ
せ
ん
に
つ
と
め
、

農
業
の
生
産
基
盤
の
整
備
拡

大
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

商
居
会
な
ど
の

組
織
作
り
、
知

識
導
入
を
指
導

C 3 ) 

中
小
企
業
者
の
金
融
の
円

滑
化
の
た
め
、
引
続
き
市
内

九
金
融
機
関
、
最
よ
び
商
工

中
金
に
対
す
る
預
託
と
県
信

J 

屯

用
保
証
協
会
に
対
す
る
出
摘

を
行
な
い
、
本
年
度
は
更
に

融
資
枠
を
拡
大
す
る
た
め
、

預
託
金
を
五
百
五
十
万
円
増

額
し
、
保
証
料
率
の
引
き
下

け
に
つ
い
て
も
金
融
機
関
と

相
談
し
て
適
正
な
る
措
置
を

講
じ
た
い
。
ま
た
、
県
'
中
小

企
業
セ
シ
グ
l
と
県
中
小
企

業
中
央
会
に
よ
る
企
業
診
断

を
実
施
し
、
中
小
企
業
の
設

備
近
代
化
、
経
営
技
術
の
向

上
を
は
か
り
、
協
同
組
合
、

商
庖
会
な
と
の
組
織
作
b
を

指
導
し
、
と
く
に
先
進
地
よ

b
の
知
識
の
導
入
に
努
力
し

ま
す
。
ま
た
萱
瀬
地
区
電
話

の
大
村
局
へ
の
編
入
、
無
電

話
部
落
に
公
衆
電
話
の
設
置

促
進
、
市
内
パ
ス
路
線
国
鉄

ダ
イ
ヤ
の
改
善
、
福
重
パ
ス

路
線
の
新
設
に
も
努
力
し
、

交
通
船
に
対
す
る
助
成
も
引

き
続
き
行
な
い
西
彼
杵
郡
と

の
交
通
を
は
か
り
た
い
。

未
利
用
資
源
の

開
発
、

二
漁
協

の
総
合
を
促
進

沿
岸
漁
業
の
振
興
策
と
し

て
、
獲
る
漁
業
よ
b
作
る
漁

業一
を
奨
励
し
た
い
。
そ
の
た

め
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

に
よ
る
ヨ
ン
グ
リ

l
ト
プ
ロ

ッ
ク
と
「
築
い
そ
」
に
よ
る

魚
礁
の
設
置
、
海
藻
貝
類
の

増
殖
を
行
な
い

、
ま
た
、
未

利
用
資
源
の
開
発
や
、
試
験

養
殖
中
の
「
の
り
」
の
品
質
向

上
の
た
め
‘
乾
燥
設
備
を
機

械
化
し
て
、
海
関
期
の
漁
民

の
企
業
と
し
て
成
長
す
る
よ

う
指
導
奨
励
し
た
い
。

ま
た
、

二
漁
協
の
統
合
を
酪
軍
曹
蝿

促
進
し
、

漁
業
構
造
改
善
事
想
議
描

業
の
受
け
入
れ
に
そ
な
え
、
慣
椙
副
圃

青
壮
年
層
の
外
海
漁
業
の
集

醐
駅
伝
蝿

団
出
漁
も
引
き
続
き
奨
励
し
圏
E
F瞳

た
い
。
さ
ら
に
郡
川
水
域
、

萱
瀬
グ
ム
に
稚
魚
を
放
流
し

東
浦
漁
港
の
整
備
も
本
年
度

着
工
し
た
い
。観

光
ル

l
ト
を

確
立
し
、
大
村

湾
の
県
立
公
園

指
定
に
努
力

海
と
山
の
観
光
資
源
を
活

用
し
た
観
光
ル

l
ト
確
立
の

た
め
、
ま
4
y
野
岳
キ
ャ
ン
プ

場
の
給
水
施
設
を
拡
張
し
、

水
銀
灯
を
設
置
し
、
海
水
浴

場
の
施
設
も
整
備
し
た
い
。

ま
た
、
大
村
湾
が
県
立
公

園
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
努
力

し
、
萱
瀬
ダ
ム
、
琴
平
岳
、

周
辺
を
整
備
し
て
総
合
的
観

光
を
推
進
し
た
い
。
郷
土
民

芸
、
市
内
観
光
地
、
年
中
行

事
に
つ
い
て
も
紹
介
宣
伝
を

行
な
い
、
郷
土
土
産
品
の
奨

励
を
行
、
泣
い
た
い
。

企
業
誘
致
体
制

を
整
え
業
界
に

積
極
的
に

P
R

、¥

特
別
教
室
、
屋

内
運
動
場
の
建

設
危
険
校
舎
の

改
築
を
計
画

教
育
施
設
設
備
の
充
実
強

化
を
は
か
る
た
め
、
今
後
も

特
別
教
室
、
屋
内
運
動
場
の

建
築
、
危
険
校
舎
の
改
築
、

児
童
生
徒
の
机
、
腰
掛
、
教

具
教
材
の
充
実
整
備
を
行
な

い
た
い
。

そ
こ
で
ま
や
ノ
鈴
田
幼
稚
園

の
建
設
、
萱
瀬
中
学
校
の
給

水
設
備
の
改
善
を
行
な
う
こ

と
に
し
、
ま
た
父
兄
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
児
童
生

徒
一
人
当
b
の
需
用
費
を
百

五
十
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

ま
た
学
校
給
食
の
共
同
調

理
場
も
建
設
し
、
厳
重
左
衛

生
管
理
の
も
と

に
、
小
中
学

校
児
童
生
徒
の
完
全
給
食
を

実
施
し
、
体
位
向
上
と
食
生

活
の
改
善
を
計
画
し
て
い
ま

す。

い工る体検企て場与 例 「る
た 場啓 制当 業台数 を」大地大
し 誘も をすにりは希に村 域 村
た致う整る対、、 望よ 市 指市
いに宣えーす従八する工 定が
。ー伝、方るつ工る免 場を低
段 を業、助て場 新 税 設受開
の強界 更成 こに増や 置け発
努化にに措れの 設 便 奨 て法
力し対誘 置 らぽの宣 励か に
をてす 致 をのつ工供条らよ

育指る
体 導教ま
制力職た
をを員
一充の 教
層 実 教 育
整し養の
備てを根
し 学高幹
た校めと
い教、な

宅

社
会
教
育
で
は
、
公
民
館
、

図
書
館
、
郷
土
館
を
充
実
し

活
用
し
て
、

青
少
年
教
育
の

振
興
、
成
人
教
育
、
家
庭
教

育
を
推
進
し
た
い
。

寵璽翠
手
洗
運
動
、
育

児
や
成
人
病
相

談
、
寄
生
虫
予

防
運
動
を
実
施

赤
痢
発
生
が
た
え
な
い
の

で
、
手
洗
運
動
の
推
進
、
予
防

思
想
の
啓
も
う
、
地
区
の
組

織
的
自
主
的
な
「
そ
族
こ
ん

虫
駆
除
」
実
施
の
援
助
指
導

を
行
な
い
、
育
児
や
成
人
病

の
相
談
、
寄
生
虫
予
防
運
動

な
ど
も
行
な
い
た
い
。
ま
た

小
児
マ
ヒ
生
ワ
グ
投
与
、
な
ど

の
定
期
予
防
接
種
は
無
料
で

行
な
う
よ
う
に
し
、
勧
奨
に

よ
る
日
本
脳
炎
、
イ
シ
フ
ル

エ
シ
ザ
の
予
防
接
種
は
低
所

得
者
層
の
負
担
を
軽
く
し
て

接
種
の
徹
底
を
は
か
り
た
い

し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は

一
一
カ
年
計
画
で
工
事
中
の

「
し
尿
消
化
そ
う
増
設
工
事
」

を
早
く
完
成
し
て
、
処
理
量

を
現
在
の
二
倍
に
し
、
ま
た
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し処友コ
た理い工;
いを、 ζ
。完焼の
全却収
にと集
す埋も
る立円
よで滑
う 終に
に 末行

生
活
保
護
の
適

正
化
と
自
立
更

昭和33年 4月zl日第三種郵便物認可

生
活
保
護
を
適
正
に
行
な

う
た
め
専
門
職
員
の
充
足
と

技
術
の
向
上
を
は
か
り
、
民

生
委
員
協
議
会
の
活
動
を
推

進
し
て
保
護
世
帯
の
更
生
意

欲
を
高
め
自
立
更
生
す
る
よ

う
に
指
導
し、

保
護
を
要
す

る
世
帯
に
は
世
帯
更
生
資
金

な
ど
を
有
効
適
切
に
活
用
さ

せ
る
方
法
を
請
や
る
た
め
社

会
福
祉
協
議
会
の
育
成
強
化

に
努
力
し
た
い
。

児
童
福
祉
に
つ
い

て
は
公

立
私
立
保
育
所
に
よ
る
ほ
か

委
節
保
育
所
も
開
設
し
て
、

日
々
の
保
育
に
欠
け
る
乳
幼

児
を
育
成
し
ま
す
。
母
子
福

祉
に
つ
い
て
は
、
経
済
自
立

の
助
長
と
生
活
意
欲
を
高
揚
・

さ
せ
る
た
め
、

福
祉
資
金

の

貸
付
の
借
置
を
し
た
い
。
身

体
障
害
者
、
老
人
、
精
薄
者

の
福
祉
に
つ
い
て
も
実
態
を

把
握
し
て
施
設
へ

の
収
容
、

健
康
診
査
の
実
施
左
ど
積
極

的
な
施
策
を
行
な
い
た
い
。

国
民
皆
年
金

の

た
め
加
入
促
進

に
努
力

五
年
目
を
迎
え
た
国
民
年

金
保
険
料
の
検
認
率
(
収
納
)

も
逐
次
上
昇
し
て

い
ま
す
が

国
民
皆
年
金
の
基
盤
を
達
成

す
る
に
は
本
年
度
も
納
入
組

合
の
協
力
を
得

て
未
納
者
の

完
全
解
消
と
未
適
用
者
の
加

入
促
進
に
努
力
し
た
い
。

期防を 常
す止 設設
に 置 の
万 し 消
全 災 防
を害，署

四
月

一
日
か
ら
常
設
の
消

防
本
部
と
消
防
署
を
設
置
し

一
応
旧
市
庁
舎
本
館
の
一
部

で、

消
防
車

一
台
、
人
員
二

十
七
名
ぐ
ら
い

で
発
足
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

常
設
消
防
を
設
置
し
た
以

上
消
防
行
政
に
徹
し
、
消
防

団
と
力
を
あ
わ
せ
て
水
害
火

災
に
よ
る
災
害
防
止
に
つ
と

め
た
い
。

交

通

安

全

と
防

犯
活
動
を
強
化

戸
籍
は
旧
法
戸
籍
の
改
製

を
昨
年
度
で
終
り
、
木
年
度

か
ら
戸
籍
の

一
部
の
再
製
事

務
を
行
な
い
、
住
民
登
録
で

は
住
民
票
を
従
来
の
綴
込
式

か
ら
一
覧
式
記
録
保
管
に
切

替
え

.
毎
年
調
査
し
て
実
態

を
適
格
に
把
握
し
た
い
。

事
務
改
善
に
つ

い
て
は
、

役
所
内
部
の
文
書
保
管
事
務

の
合
理
化
、
帳
留
が
の
管
理
改

革
ロ
を
行
友
い
、
財
務
会
計

に

も
伝
票
会
計
方
式
を
と
り
入

れ
た

い。

住
居
表
示
に
つ

い
て
は
昭

和
四
十
二
年
ま
で
に

実
施
で

き
る
よ
う
に
本
年
度
は
そ
の

準
備
を
行
な
い
、
町
務
連
絡

員
制
度
に

つ
い
て

は
従
来
ど

お
り
町
総
代
に
治
願
い

し
た

い
。
交
通
安
全
に
つ

い
て
は

ノ

交
通
信
号
機
、
水
銀
灯
を
設

置
し

P

・R
を
十
分
に
行
な

い
、
ま
た
防
犯
活
動
も
強
化

し
て
告
互
が
明
る
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い

四
十
一

年

一
月

か
ら
世
帯
員
の

七
割
給
付
を
予

定

被
保
険
者
証
の
利
用
度
と

医
療
費
の
増
嵩
の
た
め
市
負

担
の
給
付
費
の
増
大
が
み
こ

ま
れ
ま
す
の
で
、

国
庫
補
助

の
増
額
も
申
請
し
ま
す
が
、

保
険
税
も
約
四
二
パ
ー
セ
ン

ト
増
額
を
す
る
こ
と

に
し
て

い
ま
す
。
昭
和
四
十

一
年

一

月
か
ら
は
世
帯
員
の
七
割
給

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

牧
益
金
か
ら
五

千
万
円
を
一
般

会
計

へ
繰
出

本
年
の
売
上
け
は
一
日
平

的
六
百
七
十
万
円
を
予
定
し

;!

そ
の
収
益
金
か
ら
五
千
万
円
相
時
附
晶

を

一
般
会
計

へ
、
三
百
五
十
輔
一
戸
パ
揖

九
万
円
を
市
立
病
院
事
業
会
開
田
覇

計
へ

繰
り
出
す
こ
と
に
し
て
開
一
時
融

い
ま
す
。
ま
た
設
備
を
改
善

語

援
車
場

し、

開
設
十
三
周
年
記
念
レ

ー
ス
、
九
州
地
区
選
手
権

レ

1
ズ
な
ど
を
行
な
い
売
上
け

の
上
昇
に
努
め
た
い
。

麗聾翠
豊
富
で
良
質
の

水
を
供
給
し、

水
圧
低
下
地
区

の
解
消
に
努
力

生

導

努
力

璽 議

水
道
創
設
以
来
三
十
年
を

経
過
し、

配
水
管
の
老
朽
化

が
目
立
っ
て

い
る
の
で
、
本

年
度
も
水
圧
低
下
地
区
の
解

消
を
目
標
に
恒
久
的
対
策
を

た
て
建
設
改
良
工
事
を
進
め

た
い
。な
語
、
こ
の
建
設
改
良
計

画
と
物
価
の
値
上
り
も
あ
b

ま
た
豊
富
な
水
を
市
民
み
な

さ
ん
に
供
給
し
更
に
サ

1
ピ

ス
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

水
道
料
金
の
値
上
け
を
行
な

う
予
定
で
す
。常

に
医
療
内
客

を
充
実
し
患
者

サ
ー
ビ

ス
の
向

上
に
努
力

常
に
市
民
の
医
療
需
要
に

こ
た
え
る
た
め
、
万
全
の
措

置
を
講
十
る
と
と
も
に
、
医

療
内
容
の
充
実
と
経
営
の
改

善
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
本
年
度
は

モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
会
計
よ
り
病
院
会

計
に
建
設
改
良
費
と
し
て
繰

り
入
れ
、

病
院
会
計
の
建
全

化
と
施
設
の
改
善
、
医
療
器

械
の
整
備
拡
充
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
は
か
り
た
い

と
思
い
ま
す。

× 

× 


